
7/16㈭	 基調講演、前年度RMS優秀報文（事例）賞、奨励報文（発表）賞、技術貢献賞／
	 表彰、チュートリアル講演、研究報文･事例報告発表
７/17㈮	 特別講演、研究報文･事例報告発表、企画セッション ※詳細は中面をご覧ください。
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最新情報更新中！ Web をご覧ください   http://www.juse.jp/rms/ 55rms 検索

主催 ： 一般財団法人日本科学技術連盟

「質・量」共に充実した発表があるのは本シンポジウムならでは。今年も、信頼性・保全性・安全性の
技術を高めることに役立つ企業・大学・研究機関から合計17件の発表がそろいました。産・学の
実践的な技術や経験、ノウハウ、研究成果や最新事例が一堂に集結しました！研究報文・事例報告発表

7/16㈭午後〜7/17㈮

信頼性設計の考えは、地上のシステムと同じでありながら、宇宙
ならではの独自性はどのようなものか、専門家を交え討議します。

生田 歩夢 氏
宇宙航空研究開発機構 

赤木 謙介 氏
株式会社タカラトミー 

藤本  直伸 氏
内藤電誠工業株式会社

門田  靖 氏
電気通信大学大学院

企画セッション（講演・パネルディスカッション）
7/17㈮

衛星のシステム、ユニット、部品の信頼性を衛星のシステム、ユニット、部品の信頼性を
トータルで考えるトータルで考える

基調講演7/16㈭

稲谷  龍彦 氏
京都大学 大学院法学研究科 教授

アジャイル・ガバナンス：アジャイル・ガバナンス：
科学技術と共進化する法を求めて科学技術と共進化する法を求めて

中須賀  真一  氏
東京大学 大学院工学系研究科 特任研究員／
立命館大学 総合科学技術研究機構 教授

特別講演7/17㈮

宇宙ビジネスの新潮流と宇宙ビジネスの新潮流と
信頼性の確保信頼性の確保

（参加者全員アーカイブ配信つき）（参加者全員アーカイブ配信つき）

開催日 20252025年年77月月1616日　日　～～1717日日
オンラインオンラインLIVELIVE配信配信

金木20262026年年77月月1616日　日　～～1717日日

（参加者全員アーカイブ配信つき）（参加者全員アーカイブ配信つき）
オンラインオンラインLIVELIVE配信配信
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信頼性･保全性･安全性
シンポジウム（54RMS）

信頼性･保全性･安全性
シンポジウム（55RMS）

信頼性･保全性･安全性
シンポジウム（55RMS）

西垣  貴央 氏
拓殖大学 工学研究科 情報・デザイン工学専攻 助教

チュートリアル講演 1
7/16㈭

今さら聞けないAI・機械学習今さら聞けないAI・機械学習
－基礎知識と活用のための第一歩－－基礎知識と活用のための第一歩－

高橋  芳浩 氏
日本大学 理工学部電子工学科 教授　

チュートリアル講演 2
7/16㈭

宇宙で電子デバイスを使うと宇宙で電子デバイスを使うと
何が起きるのか？何が起きるのか？
－宇宙から襲来する放射線が及ぼす影響－－宇宙から襲来する放射線が及ぼす影響－

6/19㈮
13：00まで
大口参加

参加者募集のご案内



※ プログラムは都合により変更になる場合がございます。2日目は「A会場」「C会場」の2会場です。

7
月
16
日
㈭

会  場 Ａ会場   総合司会 ： 久保 秀之　ユーロフィン FQL㈱／ RMSシンポジウム副委員長
10：00～10：05【主催者挨拶】 一般財団法人日本科学技術連盟 理事 島田 尚徳 

10：05～11：05
【基調講演】 アジャイル・ガバナンス ： 科学技術と共進化する法を求めて
 稲谷 龍彦  京都大学 大学院法学研究科 教授

11：05～11：10 準  備

11：10～11：30
【表彰式】 2025年度（第54回） RMS優秀報文／事例賞、奨励報文／発表賞、技術貢献賞 表彰式

賞状・副賞の授与：   田中 健次　電気通信大学 産学官連携センター  客員教授／RMSシンポジウム組織委員会委員長
選考理由について： 弓削 哲史　防衛大学校 電気情報学群 電気電子工学科 教授／RMSシンポジウム報文小委員会委員長

11：30～12：30 昼食休憩（表彰者記念撮影） ・ 準  備

会  場 Ａ会場 B会場 C会場

Session 【Session 1】信頼性予測 司会者
（補佐） 【Session 4】品質保証の進化 司会者

（補佐） 【チュートリアルセッション】

12：30～13：00 1-1
【事例報告】 EBSD分析を用いたはんだ結晶粒からの

市場熱ストレス予測
佐藤 航　富士電機㈱
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4-1
【研究報文】 アジャイル・生成AI時代における

モダン・ソフトウェア品質保証方式の提案
佐藤 孝司　文教大学
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㈱
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【講演1】  12：30～13：40
今さら聞けないAI・機械学習
－基礎知識と活用のための第一歩－ 
西垣 貴央　拓殖大学 工学研究科

情報・デザイン工学専攻 助教13：00～13：30 1-2
【研究報文】 SiC MOSFETのAC-BTI試験における

Vth変動ばらつきの調査  
武井 康平　沖エンジニアリング㈱

4-2 （発表キャンセル）

13：30～13：45 準  備 ・ 休  憩

Session 【Session 2】信頼性試験・故障解析 司会者
（補佐） 【Session 5】安全性の取り組み 司会者

（補佐） 【チュートリアルセッション】

13：45～14：15 2-1
【事例報告】 市場流通品のリスクと信頼性評価の取り組みに

関する事例紹介
徳永 大輝　ユーロフィンFQL㈱

ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
㈱

佐
伯 
光
章

（門田）

5-1
【事例報告】 歩行者の認知・判断モデルの高度化のための

実験方法に関する一考察
遠藤 駿　日本自動車研究所
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【特別講座1】  14：00～15：10
はじめて学ぶ『信頼性』  14：15～14：45 2-2

【事例報告】 HALT試験事例紹介
～トルクセンサー不具合再現試験～  
福田 貴之　エスペック㈱

5-2

【事例報告】  航空安全の進化する取り組み：ボウタイ・モデルによる未然
防止に重点に置いた『リスクの可視化』とデータドリブン型
意思決定（セーフティ・インテリジェンス） への転換
久下 友也　全日本空輸㈱

14：45～15：15 2-3
【事例報告】 HHリテーナ溶着量産不具合撲滅に向けた

最適条件の明確化
林 勝久　トヨタ自動車㈱

5-3

【研究報文】 航空機被雷危険性予測技術の研究開発―ア
ルゴリズムおよび実用に向けた評価指標につ
いて 
吉川 栄一　大阪大学

15：15～15：30 準  備 ・ 休  憩

Session 【Session 3】信頼性最適化 司会者
（補佐） 【Session 6】保全性の向上 司会者

（補佐） 【チュートリアルセッション】

15：30～16：00 3-1
【研究報文】 インクジェット装置に使用する圧力制御装置の

改良  
石田 雄二　西日本工業大学

中
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大
学

長
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（久保）

6-1
【事例報告】 予知保全システムによるプレス設備の

ドカ停未然防止への貢献
加藤 友浩　コマツ産機㈱
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【プレ講演】  15：30～15：45
電子デバイスの構造を理解しよう
－なぜ宇宙用だけに必要な特性はあるのか？－
門田 　靖　電気通信大学大学院
【講演2】  15：45～16：50
宇宙で電子デバイスを使うと何が起きるのか？
－宇宙から襲来する放射線が及ぼす影響－
高橋 芳浩　日本大学 理工学部 教授

16：00～16：30 3-2【研究報文】 旋盤加工の評価方法の検討  
石田 雄二　西日本工業大学 6-2【研究報文】 延長保証期間の設定を伴う時間計画保全方策 

田村 信幸　法政大学

16：30～17：00 3-3
【研究報文】 3DワイブルプロットとRFIDタグを用いた

モバイルバッテリーのフィールド稼働分析  
横川 慎二　電気通信大学

17：00～17：45 【ネットワーキング】 発表者 × 司会者 × 組織委員交流会（非公開）

7
月
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日
㈮

会  場 Ａ会場 C会場

10：00～11：45
【特別講演】 宇宙ビジネスの新潮流と信頼性の確保 
 中須賀 真一　東京大学 大学院工学系研究科 特任研究員／立命館大学 総合科学技術研究機構 教授
 司会： 黒木 英昭　全日本空輸㈱　　モデレーター： 藤本 直伸　内藤電誠工業㈱

11：45～12：45 昼食休憩 ・ 休  憩

Session 【Session 7】既製部品（COTS）の宇宙適用 司会者
（補佐） 【チュートリアルセッション】

12：45～13：15 7-1【研究報文】 宇宙機へのCOTS適用と信頼性に関する考察  
小川 文輔　小川 文輔 技術士事務所
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【特別講座2】  12：45～13：25
はじめて学ぶ『品質保証・品質管理』  

13：15～13：45 7-2【事例報告】 宇宙環境に適応したダイナミックトレラント設計矢島 雄三　三菱電機㈱

13：45～14：00 準  備 ・ 休  憩

14：00～16：10

【企画セッション（講演・パネル討論）】 衛星のシステム、ユニット、部品の信頼性をトータルで考える
講演1 「月で活躍したロボットSORA-Qに組み込まれた玩具技術と信頼性について」 赤木 謙介 ㈱タカラトミー デジタルビジネス本部 EC・AI戦略室 AI・OM推進部 部長
講演2 「科学衛星・探査機における電子部品の品質・信頼性とは」 生田 歩夢 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 専門・基盤技術グループ 研究開発員

〈パネリスト〉 赤木 謙介（㈱タカラトミー）／生田 歩夢（宇宙航空研究開発機構）
〈コーディネーター〉 藤本 直伸（内藤電誠工業㈱）／門田  靖（電気通信大学大学院）

16：10～16：20【クロージング】 田中 健次　電気通信大学 産学官連携センター 客員教授／RMSシンポジウム組織委員会委員長
16：20～17：10 【ネットワーキング】 発表者 × 司会者 × 組織委員交流会（非公開）

信頼性･保全性･安全性シンポジウム第
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回
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日程 2026年7月16日㈭〜17日㈮ 形式 オンラインLIVE配信

■プログラム（敬称略）  発表時間 持ち時間は1件につき30分（発表20分、質疑応答10分）  一般発表 16件（研究報文8件、事例報告8件） （2026年7月10日現在）



アジャイル・ガバナンス ：
科学技術と共進化する法を求めて 
稲谷 龍彦 氏　京都大学 大学院法学研究科 教授

AI技術の急速な進展により、社会全体のデジタル・トランスフォーメーションが進みつつあ
る今日、様々な分野で自動化技術が社会実装されつつあります。しかし、従来の垂直的な

規制を中心とするリスク管理手法では、刻々と変化する規制環境に適応できないため、新技術の社会実装の
促進も適切なリスクの管理も難しくなっています。本講演では「アジャイル・ガバナンス」と呼ばれる新たな
リスクガバナンス手法を通じて、科学技術と共進化する法の姿を素描します。
【講演者紹介】
京都大学大学院法学研究科法曹養成専攻修了後、京都大学大学院法学研究科助教、准教授を経て2021年より現職。専門は、刑事司法制度及び
科学技術と法。とりわけ、グローバル企業犯罪対応及びAIシステムを含む複雑なシステムのリスクマネジメントについて、学際的な視点から研究
している。
内閣官房「データ利活用制度システム検討会」委員、経済産業省「Society 5.0における新たなガバナンスモデル検討会」委員、デジタル庁「デジ
タル関係制度改革検討会」座長など、法制度及び社会制度のデジタル化に関する各種委員会の委員等を歴任。

［研究論文や著書（代表的なもの）］
「Society 5.0における新しいガバナンスモデルとサンクションの役割」千葉恵美子編『デジタルプラットフォームとルールメイキング』
（2023年）、Agile Governance: Japanese Approach to Governing Cyber-Physical Systems in Massiomo Durante & Ugo 
Pagallo eds., The De Gruyter Handbook on Law and Digital Technologies (2025)など多数。

［その他］	 法務博士（専門職）、KDDI財団「KDDI Foundation Award本賞」、人工知能学会理事

基調講演  7月16日（木） 10：05～11：05

稲谷 龍彦 氏

ききどころ

宇宙ビジネスの新潮流と信頼性の確保
中須賀 真一  氏　東京大学 大学院工学系研究科 特任研究員／立命館大学 総合科学技術研究機構 教授 

宇宙開発利用は、官から民、大から小、少数から多数への大きな変革を迎え、政府だけで
なく、スタートアップ中心の民間が民間投資により技術を高め、政府が顧客になるという

新しい構図ができつつあります。多数の小型衛星が軌道上に広がり、頻繁なサービスを提供する「小型コ
ンステレーション」が政府の利用や民間ビジネスの中心になりつつある。そこでは、小さな衛星でありながら
それなりの信頼性と性能を実現する技術やアイデアが必要となります。本講演では、そのようなビジネス
の新しい流れと、小型衛星における信頼性の考え方について紹介します。
【講演者紹介】
1988年東京大学博士課程修了、工学博士。
日本IBM、東京大学講師、助教授を経て、2004年より教授。
日本航空宇宙学会2024年度会長、IFAC航空宇宙部会元部会長。世界初の1㎏衛星の打ち上げを皮切りに16機の超小型衛星打ち上げに成功し、
スタートアップ数社の創立にも貢献。内閣府宇宙政策委員会委員。クロスユー理事長、スペースICT推進フォーラム会長、CONSEO副会長、ASTEC
理事長なども務める。

特別講演  7月17日（金） 10：00～11：45

中須賀 真一 氏

ききどころ

2025年度（第54回） RMS優秀報文（事例）賞、奨励報文（発表）賞、
学術／技術貢献賞 表彰
賞状・副賞の授与	 田中 健次 氏　電気通信大学 産学官連携センター 客員教授／RMSシンポジウム組織委員会委員長
選考理由について	弓削 哲史 氏　防衛大学校 電気情報学群 電気電子工学科 教授／RMSシンポジウム報文小委員会委員長

発表報文（事例報告）の中から参加者の投票をもとに選出され、①創意性、②実用性、③完結性、④利用価値、⑤普遍性、⑥発表
方法、⑦発表データの利用度の各項で評価されます。2025年度の受賞報文・事例報告は次のとおりです。
受賞（発表セッション順、所属は受賞当時、敬称略）
優秀事例賞（Best Application Award）
•	ポゴピンの短寿命化事例紹介　北林 朋希 氏、鬼丸 浩司 氏(ユーロフィンFQL㈱)
•	リスクアセスメント技法（R-Map、HHA等）を活用したリスクマネジメント　今中 俊行 氏、松本 圭弘 氏(ダイキン工業㈱)

奨励発表賞（Incentive Application Award）
•	機械学習を用いたボルト締結の軸力/トルク関係の把握　花井 洋志 氏、白鳥 友風 氏(日産自動車㈱)

学術貢献賞（Academic Contribution Award）
•	トラブル未然防止への行動変容に向けて　鈴木 和幸 氏(電気通信大学)

▶各賞受賞者決定紹介URL：	https://www.juse.jp/rms/54/award/

表彰  7月16日（木） 11：10～11：30



衛星のシステム、ユニット、部品の信頼性をトータルで考える
今回の企画セッションでは、宇宙用部品～宇宙用ユニット・モジュール～宇宙システムまでの信頼性について皆様と
共に議論したいと考えています。

1）	宇宙部品は、高信頼性部品であると同時に、宇宙線耐性が求められます。
2）	モジュール・ユニットにおいては部品と同様に宇宙線耐性とともに、重力の違いや真空環境下であることにより、熱設計及び

シールド設計に代表されるシステム設計が大きく変わります。
3）	宇宙システムでは一つの衛星の信頼性を向上させるだけでなく、複数の衛星でカバーしながら機能を発揮する、システムの

信頼性技術を基に信頼性確保していることが必要になります。
基本的な信頼性設計の考えは、地上のシステムと同じでありながら、宇宙ならではの独自性は、どのようなものか等につきまして、
各専門家を交えた討議を行います。皆様も積極的に議論に加わっていただくことを期待しています。

企画概要

企画セッション（講演・パネル討論）  7月17日（金） 14：00～16：10  

パネル討論　15：40～16：10

【パネリスト】	 赤木  謙介 氏	 株式会社タカラトミー デジタルビジネス本部 EC・AI戦略室 AI・OM推進部 部長
	 生田  歩夢 氏	 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 専門・基盤技術グループ 研究開発員

【コーディネーター】	 藤本  直伸 氏	 内藤電誠工業株式会社 評価解析事業部 技術顧問
【略歴】
1973年、三菱電機㈱に入社。品質保証部門・LSI研究所（宇宙用GaAs太陽電池開発など）において、部品の品質保証（信
頼性試験、故障解析など）を実施。 高信頼性電子機器（防衛・車載・宇宙）に使用される部品の品質保証のために国内外の
部品メーカの工場サーベイと品質改善を行った。 現在、内藤電誠工業㈱において、技術顧問として、宇宙用ロケット（H-3、
イプシロンなど）開発支援やJAXA関連の技術支援（デザインレビュー等の審査や宇宙用EEE部品教育等）を行うととも
に、電子部品の信頼性技術についての機器メーカ各社への技術支援や教育支援を実施している。

	 門田  　靖 氏	 電気通信大学大学院 情報理工学研究科 客員研究員
【略歴】　
1981年 東京都立大学理学部物理学科卒業、同年㈱リコーに入社、本社QA部門 信頼性技術部署に配属。以来デバ
イス・材料等ミクロ領域の故障メカニズム解析を中心に主に研究開発部門、電子デバイス部門、電子写真研究部門と関り、
数々の信頼性技術業務に従事。2014年に研究開発部門に異動し、先端デバイスの研究開発に従事。現在、内藤電誠
工業㈱において、技術顧問として、宇宙用や車載用の電子デバイスの信頼性評価や開発支援を行っている。

藤本 直伸 氏

門田 靖 氏

ききどころ

講演1　14：05～14：50

月で活躍したロボットSORA-Qに組み込まれた玩具技術と
信頼性について
赤木 謙介 氏	 株式会社タカラトミー デジタルビジネス本部 EC・AI戦略室 AI・OM推進部 部長

2024年1月20日に日本は初めて月面着陸に成功。月着陸実証機「SLIM」に搭載された
小型ロボットSORA-Qは玩具会社タカラトミー等4者が共同開発した変形型月面ロボッ

トであり、SLIMの着陸状態や周辺環境を捉えた画像の撮影・送信に成功し、日本初の月面着陸ミッションに
大きく貢献した。SORA-Qは普段子供たちが安心安全に遊ぶ事を前提に作られる玩具の技術が多数採用
されている。モノづくりの目線で、異業種の玩具会社がどのように月面で走行するロボットを制作できた
のかを、多くの画像や動画と共に紹介します。
【講演者紹介】
株式会社タカラトミー2003年に入社。玩具業界で20年以上、マーケティングや商品企画、事業提案を担当。主な展開ブランドはTransformers、
ダイアクロン、ビーダマン等、SORA-Qプロジェクトでは事業推進とマーケティングに従事。現在はオウンドメディア、AI活用推進を統括。

赤木 謙介 氏

ききどころ

講演2　14：50～15：35

科学衛星・探査機における
電子部品の品質・信頼性とは
生田 歩夢 氏	 宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 専門・基盤技術グループ 研究開発員

科学衛星・探査機は打上げ後に保守する術がなく、加えて苛酷な宇宙環境に曝されま
す。そのため、搭載部品には不良品を徹底的に除く品質と、温度・放射線・真空といった

宇宙環境に耐える信頼性が求められます。本講演では、宇宙科学研究所における部品選定方針や追加試験
の考え方を解説し、特に課題になりやすい宇宙放射線に対する保証について課題や最近の取組みを紹介
します。また近年進展する超小型機開発における部品適用の動向と課題について紹介します。
【講演者紹介】
2019年4月に国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所に入所後、所内科学衛星・探査機プロジェクトの電子部品の品質・信頼性 
保証活動や放射線耐性評価の研究開発に従事。長周期彗星探査計画Comet Interceptorプロジェクトでは,日本担当機器の部品の品質・信頼性 
保証の研究開発を担当。

生田 歩夢 氏



チュートリアルセッション
スタッフから技術者、マネージャーまで「いまさら聞けない、知っておきたい」「なんとなく知っているけれど正しく知らない」を
ズバリ解決！ 本シンポジウムだから実現できたスペシャルな2講演！

特別講座2　7月17日（金） 12：45～13：25

はじめて学ぶ『品質保証・品質管理』 －品質保証・品質管理の“いろは”を学ぶ－
本講座は、品質保証（QA）と品質管理（QC）の基礎を初めて学ぶ方を対象に、良い製品・サービスを生み出すための考え方と実践手法を体系的に解説する入
門講座です。品質とは単なる製品の性能ではなく、「お客様や社会のニーズの適合度」であり、その達成には組織全体の品質意識と技術の統合が不可欠で
す。本講座では、品質・コスト・納期（QCD）の関係を理解し、「品質を良くすることが最良の経営投資である」という原則を示し、次に、設計・製造・検査・補償の
各段階におけるロス低減や、統計的品質管理（SQC）の活用方法が学べます。

特別講座1　7月16日（木） 13：45～15：10

はじめて学ぶ『信頼性』 －なぜ壊れる？どう防ぐ？信頼性の基礎をやさしく解説－
製品やシステムに対する「安全性」「品質」「説明責任」への要求は、年々高度化し、不具合や故障が企業の信用や事業継続に直結する現在、単なる経験則や品
質管理だけではなく、確率や寿命を前提にリスクを捉える「信頼性工学」の考え方が、あらゆる技術分野で求められています。また、製品やシステムの不具合
が、企業の信用や事業継続に直結する時代において「信頼性」を定量的に捉える考え方は、すべての技術者に求められています。本講座は「信頼性」の要点と手
法を、信頼性を初めて学ぶ方にも理解していただけるよう、できるだけわかりやすく、数式や理論の暗記を目的とするのではなく「なぜ信頼性工学が必要なの
か」「現場や設計でどのように使われているのか」を中心に解説いたします。設計・品質・マネジメントの共通言語として「信頼性」を理解することをめざします。

特別講座    有料オンデマンドセミナーを限定公開！

講演1　7月16日（木） 12：30～13：40

今さら聞けないAI・機械学習
－基礎知識と活用のための第一歩－
西垣 貴央 氏	 拓殖大学 工学研究科 情報・デザイン工学専攻 助教

AIや機械学習という言葉は広く知られるようになりましたが、「具体的にどういう仕組
みなのか」「自分の業務にどう関わるのか」を整理する機会は意外と少ないものです。

本講演では、AI・機械学習に初めて触れる方、これから触れてみようという方を対象に、その基本的な考
え方や代表的な手法を、「専門用語や数式をできるだけ使わず」に解説します。特定の業界の専門的な話
ではなく、「データを使って問題を解くときの基本的な進め方」に焦点を当てます。受講者の皆さんがそ
れぞれの現場でAIを活用するためのヒントを持ち帰っていただける内容を目指します。

【講演者紹介】2017年 東京工業大学大学院 総合理工学研究科 知能システム科学専攻 博士後期課程修了（現 東京科学大学大学院）。博士（工学）。
2017年 青山学院大学 理工学部 経営システム工学科 助教。2022年より拓殖大学 工学部 情報工学科 助教。現在に至る。
専門はデータサイエンスおよび機械学習。特にデータの独立性に着目したテキストデータ解析を中心に研究を行っている。このほか、機械学習を用い
た異常検知、画像認識、音楽情報処理など、様々なデータ解析手法の研究および応用に取り組んでいる。

ききどころ

西垣 貴央 氏

講演2　7月16日（木） 15：45～16：50

宇宙で電子デバイスを使うと何が起きるのか？
－宇宙から襲来する放射線が及ぼす影響－
高橋 芳浩 氏	 日本大学理工学部 電子工学科 教授

集積回路をはじめとした半導体デバイスは高い信頼性を有しており、全ての人工衛星
に搭載されています。しかし、劣悪な放射線環境である宇宙空間で使用すると、放射

線の影響により、メモリ状態反転などの誤動作や、機能喪失などのトラブルが起きることが知られていま
す。本講演では、宇宙放射線環境や各種放射線が物質に与える影響などを述べた後に、トランジスタをは
じめとした半導体デバイスに放射線が当たると、どのような頻度でどのようなトラブルが発生するのか？
などについて説明します。また、代表的な放射線耐性強化技術についても紹介します。

【講演者紹介】1988年3月日本大学理工学研究科電子工学専攻博士前期課程修了。同年4月より日本大学理工学部・助手。専任講師、准教授を経て
2011年4月より同学部教授。耐放射線性半導体デバイス、半導体製造プロセスの低温化、Si系発光デバイス、電界結合非接触電力伝送などの研究に従事。

ききどころ

高橋 芳浩 氏

プレ講演　7月16日（木） 15：30～15：45

電子デバイスの構造を理解しよう　
～なぜ宇宙用だけに必要な特性はあるのか？～
門田   靖 氏	 電気通信大学大学院 情報処理工学研究科 客員研究員

電子デバイス、特に半導体デバイスを宇宙空間で故障メカニズムは、地上で使用することに比べて“宇宙線”の影響があります。
ではこの宇宙線で故障が発生する故障メカニズムを、多くの方に理解頂くために、半導体デバイスの専門知識がほぼない方を対象に
半導体デバイスの基本構造について、解説を致します。具体的にはPN接合、MOS構造、DRAMの構造を中心に、それを支える絶縁
構造のイメージを説明いたします。この説明をお聞きになれば、次の高橋先生の講演の聴講時に、半導体デバイスの構造が頭に思い
浮かべられることができ、チュートリアル講演2が、大変有意義になります。多数の皆様の聴講をお待ちしております。



「大口参加申込」をご利用ください。
社員教育にも最適です。
•	組織の信頼性・保全性・安全性の意識向上を図る
•	技術者、研究者の技術教育として活用する

1.	参加費440,000円(税込)で、1社から200名様まで参加可能な制度です。
2.	シンポジウム終了後、一定期間内の「アーカイブ配信」で再聴講できます。
3.	請求書は、部門ごとに分けて発行することもできます。

※	請求書送付先は一ヵ所とさせていただきます。「通信欄」に以下のように記載してください。
例）品質保証部 220,000円(税込)  人事部 220,000円(税込)　

4.	同一法人格内であれば、例えば本社だけでなく国内・海外拠点の社員の方も上限人数以内であれば、上記
定額料金でご参加いただけます。

5.「聴きたい講演だけ」、「聴講可能な時間帯だけ」の一部の参加もOKです。
6.	圧倒的なコストパフォーマンス！ まとまった人数で参加できるので、一人当たりの教育コストをグッとおさえられます。

※	11名のご参加費用で、おトクにご利用いただけます　例）通常一般参加費41,800円を11名参加の場合…合計459,800円

●参加申込方法
• 通常の「申込フォーム」からお手続きいただけます。参加区分で「大口参加」を選択してください。申込手続き後、

自動返信でメールが送付されますが、日科技連から、個別に改めてご連絡を差し上げます。誠に恐れ入りますが、
ご連絡をお待ちください。

お申し込みから参加までの流れ

7月上旬～ 日科技連・受付担当から電子請求書発行（PDFダウンロード形式）、
連絡担当者にご送付します。

開催3営業日前
7月13日㈪予定

参加者の方へ
視聴URL、ID、パスワードをメールでご送付します。

※当シンポジウムWebサイト掲載の専用サイトで当日視聴で使用する端末（PC推奨）で事前テストを
実施の上、お申込みください。

※お申込後、日科技連・受付担当から自動返信メール（受付完了通知／開催通知）が届きます。
※自動返信メールが届かない場合は、受付担当（regist@juse.or.jp）までご連絡ください。

4月中旬
～7月9日㈭ 13：00まで

RMSシンポジウムWebサイトで受付しています。
　 https://www.juse.jp/rms/

7月16日㈭～7月17日㈮
シンポジウム当日（ライブ配信）

ご質問はチャットでお受けし、
口頭で回答する予定です。

お申込みは
6/19㈮13：00まで



参加要領
● 参加費 〈大口参加申込は6/19㈮13:00申込分まで〉

• 税込・1名様分（1IDにつき1名様が視聴可・複数名での視聴はできません）
一　般 41,800円
日科技連賛助会員／後援・協賛学協会会員 39,600円
発表者（本人のみ）／学生   5,500円
共同執筆者（発表1件につき1名まで） 19,800円
2026年度 RQ研究会 参加者 19,800円
「信頼性技術者」登録者 19,800円

• 税込・1社※1口5名様まで（1IDにつき1名様視聴可、5ID配付）
小口参加  一般・日科技連賛助会員ともに 125,400円 

• 税込・1社※あたり200名様まで（1IDで200名様まで複数名での視聴可）
大口参加  一般・日科技連賛助会員ともに 440,000円
※ 適用範囲は同一法人格、かつ同一窓口から一括でのお申込みの場合に限ります。
 200名を超えての視聴のご要望がございましたら、お気軽にお問合せください。

● 参加費支払い方法
請求書記載の指定口座へ、請求書発行後2ヵ月以内にお振込み
ください（請求書は、7月上旬から電子請求書（PDFダウンロード形
式）送付開始予定）。

● お申込みのキャンセルについて
正式な参加登録後、お客様のご都合でお申込をキャンセルされる
場合には、大変恐縮ながら以下の通りキャンセル料が発生いた
します。
シンポジウム開催日（7/16） の
• 7営業日前～1営業日前17：00までのキャンセル 

  ……………  参加費の   50％
• 1営業日前17:00以降のキャンセル
 または事前のご連絡がなかった場合 ……………  参加費の 100％

（ご注意）
• 参加者以外、資料の配付はいたしません。また、資料のみの頒布はいたしませんので、ご了承ください。
• イベント終了後、本シンポジウム参加者限定で、登壇者の許可が得られた講演・発表等について、公開～1週間程度アーカイブ公開いたします。
• 原則2日間通してのご参加をお願いいたします。参加費は、1日のみのご参加でも全額申し受けます。また、当日欠席されてもご返金いたしかねま
すのでご了承ください。

• 資料ダウンロードサービス開始（7月上旬予定）以降のキャンセル（ご返金）は致しかねますので代わりの方のご参加をお願いいたします。
• シンポジウムの日程・開始／終了時刻・プログラム等は、都合により変更する場合があります。また、諸般の事業によりシンポジウムの開催を中止
することがありますので、予めご了承ください。

• 「ネットワーキング」は発表者限定の非公開イベントです。オンライン配信はございません。

● 内容に関するお問い合わせ先
一般財団法人 日本科学技術連盟 「55RMS」担当
〒166-0003  東京都杉並区高円寺南 1-2-1
TEL：03-5378-9850
E-mail：rms-sympo@juse.or.jp

● 申込みに関するお問い合わせ先
一般財団法人 日本科学技術連盟 セミナー受付
〒166-0003  東京都杉並区高円寺南 1-2-1
TEL：03-5378-1222
E-mail：regist@juse.or.jp

1971年に開始した当シンポジウムは、いろいろな分野の信頼性・保全性・安全性に携わるエンジニア、マネージャー、研究者の方々にご参加
いただき、実践的な技術・経験・研究成果を共有し、意見交換・討議などを行うとともに、基調講演、特別講演、特別企画セッションなど、多彩な
人的交流と情報交換の場を提供することを主眼として開催しています。貴社の信頼性・保全性・安全性活動をより一層発展させるためにも、
ぜひこの場をご活用くださいますようお願いいたします。

信頼性・保全性・安全性シンポジウム委員会 組織委員一同

年に一度の信頼性・保全性・安全性に関するビッグイベント！ 
—“ものづくり日本”を支える、産・学の最新事例が一堂に集結します—参加のおすすめ

後 援 ：	日本信頼性学会
協 賛 ：	公益社団法人応用物理学会、公益社団法人計測自動制御学会、公益社団法人自動車技術会、一般社団法人情報処理学会、一般社団法人電気学会、

一般社団法人電子情報通信学会、公益社団法人日本オペレーションズ・リサーチ学会、一般社団法人日本機械学会、一般社団法人日本航空宇宙学会、
一般財団法人日本電子部品信頼性センター、一般社団法人日本品質管理学会、IEEE Reliability Society Japan Joint Chapter、ナノテスティング学会、
公益社団法人高分子学会	 （順不同・予定含む）

信頼性・保全性・安全性シンポジウム 組織委員会
■委 員 長： 田中　健次 電気通信大学 産学官連携センター 客員教授
■副委員長： 弓削　哲史 防衛大学校 電気情報学群 電気電子工学科 教授

 久保　秀之 ユーロフィンFQL㈱ 品質技術事業部 評価・解析グループ アソシエイト
■委　  員： 井内　秀明 NECプラットフォームズ㈱ CS品質推進部門 品質推進統括部 品質推進グループ ディレクター

 伊藤　　誠 筑波大学 システム情報系 教授

 岡　　利春 ㈱IHI 航空・宇宙・防衛事業領域 テクノロジートランスフォーメーション推進部 主査

 岡田　孝雄 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門航空安全イノベーションハブ 主任研究開発員

 門田　　靖 電気通信大学大学院 情報理工学研究科 客員研究員

 黒木　英昭 全日本空輸㈱ 顧問

 佐伯　光章 ルネサスエレクトロニクス㈱ オペレーショングループ 品質保証統括部 品質保証ラボラトリ シニアマネージャー

 佐々木成実 トヨタ自動車㈱ カスタマーファースト推進本部 TQM推進部 データ人財開発室 戦略グループ 主幹

篠宮　章浩 ㈱安川電機 技術開発本部 信頼性技術部長
角谷　幹彦 ㈱アイシン グループ品質本部 TQM推進部 業務品質改善室 データ活用推進グループ 主幹
田村　信幸 法政大学 理工学部 経営システム工学科 准教授
土井下健治 コマツ 開発本部 デジタルイノベーション開発センタ デジタル第一開発グループ チームマネジャ
長塚　豪己 中央大学 理工学部 ビジネスデータサイエンス学科 教授
藤本　直伸 内藤電誠工業㈱ 評価解析事業部 技術顧問
横川　慎二 電気通信大学 i-パワードエネルギー・システム研究センター（iＰＥＲＣ）教授

（2026年4月9日現在）

五十音順、敬称略

■顧　  問： 堀籠　 教夫 東京海洋大学名誉教授
 鈴木　 和幸 電気通信大学名誉教授・特任教授

木村　 忠正 電気通信大学名誉教授
益田　 昭彦 信頼性七つ道具（R7）実践工房 代表

佐藤　 吉信 東京都医療保健協会 研究員
向殿　 政男 明治大学名誉教授 宮村　 鐵夫 中央大学名誉教授


